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用
サ
ー
ビ
ス
や
蔵
書
に
も
観
光
客
を
意
識
し

た
図
書
館
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

利
用
者
カ
ー
ド
に
は
「
村
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
」
用
と
「
村
外
在
住
者
」
用
の
２
種
類

が
あ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
外
登
録
者
は
あ

と
数
県
で
全
国
を
網
羅
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
恩
納
村
・
沖
縄
県
の
郷
土
資
料
を
揃

え
た
「
郷
土
書
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
沖
縄
の

旅
の
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
ホ
テ

ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
な

ど
を
過
去
の
も
の
も
含
め
て
収
集
し
た
パ
ス

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
長
い
目

で
見
れ
ば
村
内
ホ
テ
ル
の
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
郷
土
資
料
の
収
集

な
ど
村
民
の
た
め
に
行
う
サ
ー
ビ
ス
が
、
結

果
と
し
て
観
光
客
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

観
光
施
設
、

宿
泊
施
設
と
の
連
携

　
周
辺
施
設
と
の
連
携
も
積
極
的
で
あ
る
。

本
を
借
り
る
と
隣
接
す
る
「
お
ん
な
の
駅
」

の
商
品
が
5
％
割
引
さ
れ
る
「
割
引
ク
ー
ポ

ン
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
で
本

を
借
り
た
後
利
用
者
が
お
ん
な
の
駅
へ
、
お

ん
な
の
駅
で
買
い
物
後
ク
ー
ポ
ン
を
求
め
て

セ
ン
タ
ー
へ
、
と
い
う
双
方
の
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

一
方
、
村
内
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
の

連
携
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
が

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
数
十
点
を
一
定
期

間
（
半
年
〜
１
年
程
度
）
貸
し
出
す
も
の
で
、

セ
ン
タ
ー
で
は
本
の
選
書
や
図
書
レ
イ
ア
ウ

ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通
し
て
ホ
テ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
と

観
光
の
融
合
に
よ
り

発
揮
さ
れ
た

相
乗
効
果

　
恩
納
村
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
の
来
館
者

数
は
、
当
初
の
目
標

を
上
回
り
、
開
館
初

年
度
2
0
1
5（
平

成
27
）年
度
の
約
6
・

8
万
人
か
ら
、
2
0

1
8
年
度
は
約
8
・

9
万
人
へ
と
着
実
に

増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
の
開

館
に
よ
る
周
辺
施
設

へ
の
相
乗
効
果
も
大

き
く
、
併
設
す
る
博

物
館
の
入
場
者
数
は

約
2
・
5
倍
に
、
ま

た
「
お
ん
な
の
駅
」

の
年
間
来
客
者
数
も

1
0
0
万
人
を
大
き

く
上
回
る
ま
で
に
増

加
を
み
て
い
る
。

　
観
光
に
特
化
し
た

図
書
館
を
目
指
す
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
村
民
と
観
光
客
が
と
も
に
村
の
魅
力

を
再
発
見
し
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
重
要
な
存
在
と
な

り
つ
つ
あ
る
。
　
　
取
材
・
文
：
大
隅
一
志

　
恩
納
村
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
の
西

海
岸
に
位
置
す
る
。
人
口
1
万
人
の
小
村
で

あ
り
な
が
ら
、
大
型
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を

中
心
に
、
沖
縄
本
島
の
宿
泊
施
設
（
ホ
テ
ル
・

旅
館
）
収
容
力
の
約
２
割
が
集
積
す
る
県
内

屈
指
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
の
村
で
あ
る
。
恩

納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
図

書
館
が
な
か
っ
た
村
に
と
っ
て
、
村
民
が
長

ら
く
待
ち
望
ん
だ
施
設
と
し
て
2
0
1
5
年

4
月
に
開
館
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
観
光
情
報
提
供
機
能

と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
計

画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し

た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
施
設
の
検
討
・
準
備
段
階
か
ら
中
心
的
に

関
わ
り
、
現
在
も
運
営
の
現
場
を
牽
引
す
る

同
セ
ン
タ
ー
係
長
の
呉
屋
美
奈
子
氏
に
話
を

伺
っ
た
。

文
化
、知
識
、

観
光
へ
の
架
け
橋
に

　
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
既
存
の

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
初

よ
り
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
も
寄
与

す
る
施
設
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
た
。
バ
ス

路
線
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
国
道
58
号
線
沿

い
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
北
部
観
光
へ
の

入
口
と
な
り
、
既
存
施
設
の
集
客
効
果
も
期

待
で
き
る
場
所
を
慎
重
に
検
討
し
、
村
南
部

仲
泊
地
区
の
「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市

場
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
が
隣
接
す

る
位
置
に
、
恩
納
村
博
物
館
（
2
0
0
1
年

開
館
）
に
併
設
す
る
か
た
ち
で
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
、
村
民
と
同
時
に
観
光
客
の
利
用
を

考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
観
光
立
村
で
あ
る
恩
納
村
の
大
き
な
目
標

の
一
つ
は
、
宿
泊
滞
在
数
を
1
日
で
も
延
ば

す
こ
と
に
も
あ
る
。
ま
た
雨
天
時
の
対
応
や
、

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
い
観

光
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
と
い
っ
た
村
の
観
光
課

題
へ
の
対
応
策
も
、
同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
当

た
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
の
目
標
の
一
つ
は
『
る
る
ぶ
』
や

『
ま
っ
ぷ
る
』
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載

る
こ
と
。
図
書
館
も
観
光
情
報
発
信
を
担
う

施
設
と
し
て
充
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
呉
屋
氏
は
語
る
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
こ
と
で
観
光
客
も
立
ち
寄

っ
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
納
村
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

観
光
客
に
利
用
し
や
す
い

施
設
と
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
は
3
階
建
て（
延
べ
面
積
1
・
6
8
9

㎡
）で
、
１
階
：
観
光
情
報
フ
ロ
ア
、
２
階
：

図
書
情
報
フ
ロ
ア
、
３
階
：
展
望
室
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
観
光
情
報
フ
ロ
ア
は
、「
恩
納
村

お
よ
び
沖
縄
北
部
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
観
光
協
会
か
ら
配
置

さ
れ
た
2
名
の
「
旅
の
案
内
人
」
が
村
内
お

よ
び
北
部
観
光
地
、
観
光
施
設
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
に
は
、
単
な
る
観

光
案
内
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
キ
オ
ク
ボ
ー

ド
」（
村
民
と
一
緒
に
つ
く
る
地
図
）や「
キ

オ
ク
バ
ン
ク
」（
村
民
・
観
光
客
参
加
型
の
フ

ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
）、「
マ
ッ
プ
ナ
ビ
」（
村
内

お
よ
び
沖
縄
北
部
を
楽
し
む
た
め
の
最
新
情

報
を
紹
介
す
る
壁
面
の
大
型
マ
ッ
プ
）な
ど

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
、〝
村
民
と
と
も
に
恩

納
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
と
も
に
分
か
ち
合

う
〞
文
化
情
報
拠
点
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
階
の
図
書
情
報
フ
ロ
ア
は
、
窓

際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日

が
楽
し
め
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
で
は
の
図
書

館
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
利

1階の観光情報フロア

海の見える閲覧席

取材に応じてくれた
呉屋美奈子氏

割引クーポン券

ホテルに設置された「ミニライブラリー」
（ANAインターコンチネンタル万座ビーチ
リゾート）※画像提供：恩納村文化情報センター

恩
納
村
文
化
情
報センター

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
と
図
書
館
の
融
合

3

事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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し
て
2
0
1
5
年

4
月
に
開
館
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
恩
納
村
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
収
集
し
、村
内
外
へ
発
信
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
観
光
情
報
提
供
機
能

と
図
書
館
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、
計

画
当
初
か
ら
観
光
客
の
利
用
を
強
く
意
識
し

た
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
施
設
の
検
討
・
準
備
段
階
か
ら
中
心
的
に

関
わ
り
、
現
在
も
運
営
の
現
場
を
牽
引
す
る

同
セ
ン
タ
ー
係
長
の
呉
屋
美
奈
子
氏
に
話
を

伺
っ
た
。

文
化
、知
識
、

観
光
へ
の
架
け
橋
に

　
恩
納
村
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
既
存
の

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
初

よ
り
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
に
も
寄
与

す
る
施
設
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
た
。
バ
ス

路
線
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
国
道
58
号
線
沿

い
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
北
部
観
光
へ
の

入
口
と
な
り
、
既
存
施
設
の
集
客
効
果
も
期

待
で
き
る
場
所
を
慎
重
に
検
討
し
、
村
南
部

仲
泊
地
区
の
「
お
ん
な
の
駅
な
か
ゆ
く
い
市

場
（
農
産
物
物
販
セ
ン
タ
ー
）」
が
隣
接
す

る
位
置
に
、
恩
納
村
博
物
館
（
2
0
0
1
年

開
館
）
に
併
設
す
る
か
た
ち
で
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
、
村
民
と
同
時
に
観
光
客
の
利
用
を

考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
観
光
立
村
で
あ
る
恩
納
村
の
大
き
な
目
標

の
一
つ
は
、
宿
泊
滞
在
数
を
1
日
で
も
延
ば

す
こ
と
に
も
あ
る
。
ま
た
雨
天
時
の
対
応
や
、

マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
け
で
は
な
い
観

光
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
と
い
っ
た
村
の
観
光
課

題
へ
の
対
応
策
も
、
同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
当

た
っ
て
話
し
合
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
の
目
標
の
一
つ
は
『
る
る
ぶ
』
や

『
ま
っ
ぷ
る
』
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載

る
こ
と
。
図
書
館
も
観
光
情
報
発
信
を
担
う

施
設
と
し
て
充
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
」
と
呉
屋
氏
は
語
る
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
載
る
こ
と
で
観
光
客
も
立
ち
寄

っ
て
く
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
納
村
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

観
光
客
に
利
用
し
や
す
い

施
設
と
サ
ー
ビ
ス

　
施
設
は
3
階
建
て（
延
べ
面
積
1
・
6
8
9

㎡
）で
、
１
階
：
観
光
情
報
フ
ロ
ア
、
２
階
：

図
書
情
報
フ
ロ
ア
、
３
階
：
展
望
室
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
観
光
情
報
フ
ロ
ア
は
、「
恩
納
村

お
よ
び
沖
縄
北
部
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
観
光
協
会
か
ら
配
置

さ
れ
た
2
名
の
「
旅
の
案
内
人
」
が
村
内
お

よ
び
北
部
観
光
地
、
観
光
施
設
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
に
は
、
単
な
る
観

光
案
内
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
キ
オ
ク
ボ
ー

ド
」（
村
民
と
一
緒
に
つ
く
る
地
図
）や「
キ

オ
ク
バ
ン
ク
」（
村
民
・
観
光
客
参
加
型
の
フ

ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
）、「
マ
ッ
プ
ナ
ビ
」（
村
内

お
よ
び
沖
縄
北
部
を
楽
し
む
た
め
の
最
新
情

報
を
紹
介
す
る
壁
面
の
大
型
マ
ッ
プ
）な
ど

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
、〝
村
民
と
と
も
に
恩

納
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
と
も
に
分
か
ち
合

う
〞
文
化
情
報
拠
点
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
２
階
の
図
書
情
報
フ
ロ
ア
は
、
窓

際
の
閲
覧
席
か
ら
美
し
い
沖
縄
の
海
や
夕
日

が
楽
し
め
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
で
は
の
図
書

館
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
利

1階の観光情報フロア

海の見える閲覧席

取材に応じてくれた
呉屋美奈子氏
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事例に学ぶ、図書館を活かした地域の観光魅力づくり2
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